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	ワザアリ®楽粒®
	■種 類 名：イプフェンカルバゾン・テフリルトリオン粒剤
	■有効成分：イプフェンカルバゾン 10.0%
	テフリルトリオン 12.0%
	■化管法指定物質：イプフェンカルバゾン［第１種］ 10.0%
	テフリルトリオン［第１種］ 12.0%
	■登録番号：第24606号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2022.02.09
	■性    状：類白色～淡褐色粒状
	■有効年限：3年
	■包    装：250gｘ12袋、2.5kgｘ2袋
	【特長】
	 北興化学工業が開発した新規拡散型製剤。1ha水田でも中に入らずに散布できる。
	 さまざまな方法で散布が可能。通常の湛水散布、湛水周縁散布のほか、水口施用、無人航空機による散布、水田の畦畔一辺からの散布等ができる。
	 ２種混合の一発処理剤で、移植直後からノビエ３葉期まで使用できる。
	【適用内容】(2024年11月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	【安全使用上の注意】
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